
【礼 拝式 次第】 【先週集会状況】

【次週(12月２３日)礼拝式当番】
御言葉の伝え
司 式 者
奏 楽 者
受 付 者
案 内 者
名 札 当 番
礼拝感謝祈祷
 〃 〃  
c s お 話 し
会 堂 清 掃 者
 〃 〃  
花 係
看 板 書 き

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

司 式
奏 楽
受 付
案 内
名 札 係
礼拝感謝祈祷
　〃　　〃　  

年度目標
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東 金 教 会 〔 ５ ０ 〕日本キリスト教団

2018年１２月１６日

主日礼拝献金(１２/9)……３６,２００円
教会学校献金(１２/9)……６,４９２円

 【礼拝心得】
 ①礼拝は前奏から後奏までを守る。
 ②入堂したら私語を交さず、前奏までの時を黙想する。
 ③遅れてきた者は静かに入堂し、特に祈梼の時は入堂を
　控え、その場で共に祈りを守る。
 ④礼拝後は互いに挨拶を交し、交わりの時を持つ。
 ⑤各自週報棚を整理し、欠席者に週報を届ける。

【集会案内】

わたしはぶどうの木、あなたがたはその
枝である。　　　ヨハネ福音書１５章５節降誕前第２主日礼拝(第三アドベント)
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【次週(12月２３日)礼拝案内】
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　 題　　〈十字架の死に至るまで〉
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早 天 祈 祷 会
聖 歌 練 習
聖 書 輪 読 会
礼拝準備祈祷会

12月19日(水)午後７時半～
月-金7時(除祭日)メーヤー館
本日礼拝後
12月23日(日)9:50-10:10
12月23日(日)10:25-10:30

【報告】
☆今週は第三アドベントです。第一、第二の
　希望、平和に続き第三アドベントは｢喜び｣
　を表現します。神を信じて生きる喜びを味
　わう信仰者になりたいものです。
☆12月14日(金)持たれました幼稚園・保育園
　のクリスマス祝会も無事守られ、祝福の内
　に閉じることを得ました。
☆12月23日のクリスマス礼拝担当は朴牧師
　です。お祈り下さい。なお、当日の祝会は
　プレゼント交換がございます。お忘れなき
　ようにご用意下さい。また、12月30日の
　礼拝は梅田　　　先生に講壇をお守り戴く
　予定でおります。
☆次週の聖書朗読は各長老が担当されます。
　お覚え下さい。
☆クリスマス献金覚えてお捧げ下さい。
☆年末年始の祈祷会は　
　12/26、1/2，1/9を休会とさせて頂く予
　定でおります。宜しくお願いします。
☆12月31日(月)午後11時45分より除夜祈祷
　会が待たれます。2018年を終え、2019年
　を迎えることを覚え、新たな気持を戴きた
　いと思います。御出席下さい。
☆12月28日～1月3日，幼・保園は完全休園
　日です。
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【12月16日～12月23日の誕生者】
○小林姉  ○小林姉　※おめでとうございま
す。主に繋がる枝々であることを覚え、皆で
祈り合わせて参りましょう。
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